
      

新たな制度体系の設計に関する意見  
少子化対策特別部会・基本的考え方に対する意見 

 

平成 20 年 9 月 5 日 

(社)全国私立保育園連盟 

 

社会保障審議会少子化対策特別部会の「次世代育成支援のための新たな制度体系の設

計に向けた基本的考え方」(以下「基本的考え方」という)で示されている保育の仕組み

に関する論点について、次のように当連盟保育制度検討会においてとりまとめた意見を

表明します。 

 

１．「基本的考え方」の制度体系の骨格について 

○制度設計の骨格となる考え方として、「１．基本認識」から「２．サービスの量的拡大」

「３．サービスの質の維持・向上」そして「４．財源･費用」の項の要点について以下のよ

うに考えます。 

 

① すべての子どもの健やかな育ちを支援することを前提に、働き方の改革と子育て支援の社会

的基盤の構築を目指すとし「未来への投資」であるという基本認識は、女性の就労支援とい

う労働政策としての保育の受け皿づくりに偏っていたこれまでの議論から、子どもの育ちや

子どもの最善の利益という視点に引き戻して検討されているものであり、高く評価するとと

もに、この視点を貫いた制度設計であることを願い大いに期待します。 

 

② 効果的な財政投入が必要であり、そのためには社会全体 (国、地方公共団体、事業主、個人) 

による負担で重層的に支え合う仕組みが求められるとし、さらに、地方財政への配慮等によ

り不適切な地域格差が生じないように考えられています。これは、次世代育成支援施策とし

て国を挙げて取り組むとともに、地方への配慮を念頭に制度設計が考案されているというこ

とであり大いに評価します。 

ただ、「社会全体の負担の合意」や「支え合う」については評価できますが、具体的施策と

して考える場合、税を基本とした方式で検討して頂きたいと考えます。なお、育児保険制度

の方向は様々な問題があり慎重な議論を要望します。 

 

③ 仕組みの全体的な構想は、子どもの最善の利益を保障し、健やかな育ちを支援するために、

「『質』が確保された『量』の拡大」と、「質の維持・向上」を基本としています。このため

職員処遇のあり方や専門性の向上、職員配置、子どもの生活空間等保育環境の在り方につい

て検討の必要性を指摘する等、保育現場の願いを生かした制度設計への「思い」について高

く評価するとともに、仕組みの中に是非生かして頂きたい内容であると考えます。 

こうした「基本的認識」や「質の確保された量の拡大」、「質の維持向上」、｢財源論｣等につ

いては、私たち保育現場の問題意識と重なるところが多く、こうした考えに基づいた制度設

計を大いに望むところです。 

 

第１回次世代育成支援のた

めの新たな制度体系の設計

に関する保育事業者検討会

平成 20 年 9 月 29 日 
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